研究資料　藤島武二による黒田清輝、久米桂一郎宛書簡について（三）―留学前後の動静を中心に― by 児島 薫
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はじめに
　『美術研究』四一六号に引き続き、藤島武二が黒田清輝、久米桂一郎に送った書簡、葉書から、明治三十一年七月四日付黒田宛書簡から大正十年十二月付黒田宛書簡までの二十四通を紹介する
（今号では内十六通掲載、以下次号）
。内訳は、東京文
化財研究所所蔵の黒田宛書簡二 通、東京国立博物館所蔵の黒田清輝宛書簡一通、久米美術館所蔵の久米桂一郎宛葉書三通
（内、 黒田との連名の宛名のもの一通）
である。
ここでは全体を大きく三つの時期に分け、以下にそれぞれの時期ごとに、特筆すべき事柄について述べたい。　　　
一、助教授時代
　
　書簡番号
（（番から
（（番
　
いわゆる学校騒動が決着してから藤島が留学するまでの時期の書簡である。藤島
は落ち着いて勤務を なしながら毎年の白馬会展覧会 出品するための制作に励んでいる。
　
藤島は三十一年の白馬会展に《濱辺の朝》 《貝拾ひ》 《海邊の春風》 《逗子の濱邊》
《網小屋》 《濱邊》 《海邊の微雨》といった作品を出品しているので、この年には春にも海辺で写生をしていたこと、逗子に出かけたことがわかる。書簡
（（は、藤島が
明治三十二年八月二十七日からしばらくの間、三浦半島の北下浦
（現在の横須賀市）
に写生のために滞在していたことを伝える。そこには白瀧幾之助や小林萬吾、長尾一平らが先に滞在しており
）（
（
、白馬会のメンバーたちが行動を共にしていた様子を知
ることができる。　
三十一年には浅井忠が西洋画科教授として東京美術学校 着任しており、黒田、
久米、岡田三郎助、和田英作、浅井忠らが三十三年に開かれたパリ万国博覧会を機にそろって官費で渡仏した。黒田の滞欧中も藤島は手紙を送っていたであろうが、東京文化財研究所には残されておらず 書簡
（（は黒田の帰国後に書いたものとなる。
　
書簡
（（、
（（は、藤島が明治三十四年の年末から蒲郡の健碧館に滞在していた様子
を伝える。ここは学校騒動の時に東京を離れて泊まっていた旅館である。文面からは最初小林萬吾が一緒であったようで、この時期小林とは親しかった様子であ藤島が家族の事を語る とは少なく明治三十二年 結婚したことも白瀧の書簡か明らかになるが
）（
（
、三十五年の正月早々、藤島の留守宅で長男幸一が生まれたことに
ついては話題にしている。これらの二通の手紙は異例 長文で 生き生きと自ら様子を活写する内容である。　
この冬に藤島が取り組んでいたのが、前述の横須賀などで白馬会会員たちがしば
しば描いたような浜辺の風景 はなく、小高い山から湾を見下ろす風景であっとは興味深 。寒く風の強い中、藤島は毎日二里以上を歩いて山一つ越えた場所まで行き、二十五号の風景画に取り組んで おそ く 三河 望むパノラミックな風景であっただろう。この明治三十五年 白馬会展に 藤島は《天平の面影》を出品、翌年にも《諧音》を描 、こうした人物を用いた理想画によって注目を浴びた時期である。 同時代の展覧会評でも風景画大作を発表した 伝えておらず相当する作品も知られていないため、あるいは完成 なかったのかもしれない。しかしこうした高所から海を見下ろす風景画は、後に藤島が、昭和三年に昭和天皇のご即位を祝 ために皇太后から油彩画制作 下命を受けて描いた 品に通じるもの
―
―
　留学前後の動静を中心に
　――
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七九
であろう。そうした新しい風景画の試みを、既に明治期に行っていたことは、今回の書簡から初めて判明する。　
また書簡
（（は、藤島が珍しく激しい感情をぶつけているものである。 「扨、本日
新聞紙所載留學生の發表甚だ不思議なる現象」と記し、 「白眼先生」の仕打ちへの怒りを顕わに、 「猿の藝当」とまで非難している。さらに「責任と言ふ文字も当分餘りニ眞面目ニ解釋し過して一往ニ馬鹿を見る事不尠」とも述べている。これらからは、藤島に留学の話が内々にあったにもかかわらず、新聞紙上で別の人物が留学生と決定したとの発表がおこなわれ、それを見 藤島が驚きと怒りを爆発させた様子を読み取ることができる。消印が不鮮明で何年のものか不明とされていたが、八月三日付であること そ 内容から、同日 新聞で官費留学生の発表がなされ 明治三十五年八月三日のものと判断した。この 『朝日新聞』は「文部省留学生
　
左の三十三名に命ぜ 」 一覧で氏名を掲載しており、東京美術 校からは「画学
（二年）
英
　
下村晴三郎」と「鋳金術
（三年）
佛、米
　
桜岡三四郎」の名を挙げ
てい
る
）（
（
。また同日の『読売新聞』は「西洋画に一人の簡派者無きハ大に遺憾とす
る
）（
（
」と述べており、洋画家が選ばれなかったことを異例の人事と受け止めている。
　
東京美術学校内の洋画家の序列から、岡田三郎助、和田英作、浅井忠の次は、藤
島が留学の番と期待したのは無理からぬことであっただろう そ て「責任」という言葉からは、藤島が留学派遣を約束されたと受け取るようなやりとりがあったのであろう。しかし予想に反して、西洋画科 ではなく、日本画の下村観山 留学生に選ばれた これについては「日本美術院の有力メンバーである観山 選ばれたのは正木校長の政治的配慮によるものと思われる
）（
（
」との指摘がある。また工芸家の
桜岡三四郎も岡倉校長時代に助教授となっ いた人物で、 「岡倉校長退陣に殉じて懲戒免官」となり日本美術院に加わるが、紆余曲折の後に三十三年五月に助教授に復職し鋳金科主任となった人物であったので
）（
（
、これも観山同様の理由による人事で
あったとみられよう。さらに三十六年 白浜徴 翌年から 年間の留学を命ぜられており、これも、白浜を美術学 に呼び図画 育の改革を推進した正木の肝煎りの人事で る。したがって、藤島が自分を冷遇する「白眼先生」と記した相手は正木校長であったと考えられる。しかし藤島の怒り 、留学生候補が別
の人物になったことを知りながら事前に知らせてくれなかった黒田にも向けられていた ではなか だろうか。黒田へのこうした失望が、留学後に味わった文展の審査への不満とやがて結びつくことになったのではなかっただろうか。　
結局藤島が渡欧したのは明治三十八年のことで、九月二十日に留学の命を受けて
から十一月十八日に出発するまで約二ヶ月 いう慌 だしさであ 。 その めか、書簡
（（の中で制作中とされた「天平美人」は完成しなかったのか、白馬会創立十年
記念絵画展覧会には旧作 《天平の面影》が展示された。ただし、この作品や前述の風景画に限らず、藤島が意欲作を試み 完成できなかっ 例は少なく いようである。石井柏亭は「推敲を重ねて容易に発表に至らない先生の性質として止むを得ないが、私はこれ迄面白さうな畫稿や下描きの數々を畫室に眺めて其完成に至らぬことを惜んだものである
）（
（
と振り返っている。
　
なお住所は結婚してもしばらくは以前と同じ本郷区西片町十番地であるが、三十
六年には本郷区駒込曙町十三 移っている。　　　
二、画室の建設
　
　書簡番号
（（番から
（（番
　
留学を終えたことによって明治四十三年五月十三日、 は教授に昇進し、高等
官七等十一級を拝命した
（書簡
（（）。帰国してまず取り組んだ最大のことが、画室
の建設であった。　
松岡寿は明治二十一年に帰朝するとこの年の十一月に麹町区飯田町四丁目五番地
に板張り 外観の画室を建設しており、本格的な画室の早い例とされ
）（
（
。その後小
石川表町に転居した時もそっくり移築したという。画室 北側 硝子窓のある二十畳で三畳の土間、四畳半 小部屋 経て入る造りで裏には書生部屋もあった。は飯田町に通ったことがあり
）（
（
、これが彼にとっての画室の原体験とも言えるもので
あっただろう。　
しかし藤島は長く画室を持つことができなかった。シカゴ・コロンブス博覧会に
出品するための初の大作《桜狩》を描いた時には牛込に小さな家を建てて住んでおり、 「二畳の玄関の隣りの三畳の屋敷を打抜いて、硝子をはめて、明りを採り、そこにモデルを置いて次 八畳 百号 カンヴァスを置いて描きま
）（（
（
」と苦労を語
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雑誌『明星』辰年
（明治三十七年）
一月号には藤島の「画室」の写真が掲載され
ているが、これは曙町の住まいの一室であり、写真からは床の間も見え、畳敷きの普通の和室を画室として使用して たようである
（挿図
（）。室内は暗く、画室に
は不十分な環境のように見える。実際に藤島は書簡
（（の中
で、 「小生のアトリエハ
青天井で光線ハ至極結構ですが縁日商人と運命を共ニするのハ情なき次第御憫察可被下候」と自嘲気味に述べ おり、大きな作品を制作する時は庭先にイーゼルを立てていたのであろう。　
黒田や藤島が留学した頃までにはパリには貸しアトリエが多くあり、一般に天井
が高く北側がガラス張りになって穏やかな光線が入るよう なっていた。画学生たちは、帰国する知人の後を引き継いだり、あるい 共同で使用するなどして、こう
した専用の部屋を借りた。一九〇七年にパリに滞在していた藤島のアトリエを有島生馬が訪ねた様子を六月六日付の志賀直哉宛の葉書で「先生は御元気だ
　
この間学
校の帰り寄つて画室の窓かけの帛を縫ふのを手伝つて来た」と書き送っており、ガラス張りの画室の光線を調節するためのカーテンを手製していたようである
）（（
（
。
　
こうした環境に慣れた目で、帰国して旧宅に戻ると、改めて明るい画室の必要性
にかられたことであろう。急いで新築に踏み切り、理想の画室を建設しようとしたものの、たちまち資金難に困って た様子が書簡
（0、
（（から読み取れる。夏休みで
黒田が留守になり、事務が滞る前に、滞欧中の作品や模写を急いで美術学校に買い取ってもらえるように交渉してい 。現在東京芸術大学大学美術館所蔵品 内「明治四十三年六月三十日買入」と記録されている藤島作品は十点ありこれらがこ 時の購入品とみられる。
挿図 （　藤島武二画室『明星』（（0（ 年 （ 月号
挿図 （　藤島武二画室（外観）　『建築工藝叢誌』第十六冊、（（（（ 年 （ 月
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大正三年の年賀状
（書簡
（（）
の住所は「東京市本郷區駒込曙町十三住宅
　
十五画
室」と印刷されており、 「本郷は同じ曙町に邸宅とアトリエは別々に建てられてある
）（（
（
」という記者の証言通り、 母屋とは別に一戸建ての画室を建設したことがわかる。
画室の設計、内装については、一九一三年四月に取材した詳しい記事があり、藤島の談話と写真四枚
（挿図
（～
（）
が掲載されているので、以下に要点を記す
）（（
（
。東京
の場合には北側からも直射日光が差す場合があるため、建物の軸線を真北ではなく少し東に取っており、家の四方に窓を設けて明るく風が通うようにしている。西の窓は夕陽 直射日光を利用することもでき、様々な光線を利用できる。細長 開き戸を付けて、大きな作品 出し入れができるようにした。南向きにベランダのような張り出した部分を設けた。また暗い光線を必要とするための小部屋も設けた 東側には中二階を設置し、 「物を見下 たり見上げたりする爲めの場所」とした。 「大
體の建前は五間半と四間、床は地上から三尺、内へ入つて床上から天井まで一丈四尺、それでヴェランダ 薄暗い一室を加へたもの」であるという。記者の追記によれば北側は「竪十尺横三間の硝子窓が、天井迄延びて 天井は又六尺と三間の間、硝子張りになつて居る。東側の中二階にも、三尺の小窓が附いて居る」とあり、徹底的に光線にこだわった造りであったことがわかる。現在の単位で 画室は、ほぼ十メートル×七メートル強であ 、二十二坪ほど、天井高が四メートル以上あり、北側の硝子窓は高さ約三メートル、幅約五メートル、さらにベランダにも天井にも硝子がはまり、内部空間は広々した印象であっただろう。おそらくは窓をふんだんに設置したことも 工費を押し上げた要因であっただろう。　
帰朝後の画室の写真としては、 『藤島武二画集
）（（
（
』の年譜の中に掲載されているも
の
（挿図
（）
も知られており、 「帰朝後、新畫室にて
（明治四十三年頃）
」とのキャプ
挿図 （　藤島武二画室（其の一）　『建築工藝叢誌』
挿図 （　藤島武二画室（其の二）『建築工藝叢誌』
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ションが付いており、 《ローマの遺跡》
（石橋財団ブリヂストン美術館）
などの滞欧中
の小品を確認できる。 『建築工藝叢誌』の写真とは一見異なる印象ではあるが、おそらく 『建築工藝叢誌』 の写真
（其の一）
の室内の中央奥に見える鎧戸のついた窓が、
画集の写真で藤島の坐っている左後方の窓であろう。その右の壁には、後には小さい額が隙間な 掛けられることになる。わずかな間に画室がキャンバスで埋め尽くされている状況がわかって興味深い 大正五年には「内 入ると、書畫や小美術品その他の参考品が雑然としてゐる
）（（
（
」とあり、次第に物が増えたようである。一九二
九年には画室を改装して二階の画室と日本間を造っている
）（（
（
。
　　　
三、二科設立以後
　
　書簡番号
（（番から
（（番
　
留学時期が遅れたために、藤島はパリではサロン・ドートンヌなどでセザンヌ、
ゴッホ、ゴーギャンの展示を見ることもでき、フォービスムの作品にも接することができた。岡田三郎助や和田英作が十九世紀最後のアカデミ 絵画を学んできたのに対し、 藤島は二十世紀美術の主流となっていく新しい動きを知ることができた。東京美術学校の弟子であった山下新太郎も同じ時期にパリで国立美術学校に学んだが、マドリッドにいた湯浅一郎を頼りスペインにも赴き、プラド美術館でベラスケス作品の模写をおこなって古典技法 研究した
）（（
（
。また内弟子であった有島生馬はイ
タリア、パリに滞在し、ルネサンス美術などを見て回り、豊富な美術体験を得ていた。彼らは梅原龍三郎と親交を結んでルノワールにも会い、 山下は小品を入手した。
挿図 （　藤島武二画室（其の三）『建築工藝叢誌』
挿図 （　藤島武二画室　『藤島武二画集』（（（（ 年所収
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八三
語学力にも優れ、経済的にも余裕のあった彼らはお互いに情報を共有し、新旧を問わずヨーロッパ美術を吸収することができた。　
有島生馬は、明治四二年十一月十九日付けの志賀宛て葉書に「此十四日に藤島先
生がローマから到着せられたので毎日一緒に居る
　
実に愉快だ」と書き送ってお
り
）（（
（
、藤島がローマ滞在の後に十一月 四日に再びパリに到着したことがわかる。翌
年の一月二十一日に神戸に到着したことから、おそらくは一ヶ月ほど、有島たちと交流の時間を持ったことになる。有島は続けて「殊に二年離れて居た間に吾等の達した畫の上 考の結論が相一致した
　
先生は君等が帰れば日本の畫にレボリウショ
ンが起ると曰はれたが僕は又先生 多大の のを望んで信じて居る」とも述べて帰国後の自分 ち 活動に期待を膨らませている。　
しかし、よく知られているように、彼らの留学中の明治四 年に文部省美術展覧
会（略称文展）
が発足して既に権威となっていた。藤島は明治四十三年一月に帰国し、
五月の白馬会展に滞欧作を多数出品するが、 の年の文展には出品はなく 翌年の第五回展に《幸ある朝》 、 《ティヴォリ、ヴィラ・デステ 池》 出品した。 の時期のことについて石井柏亭は、山下新太郎が大正二年の文展に送った作品はすべて落選し、 「藤島氏のものは全く落ちたと云ふことはないにしても「幸ある朝」以後に於て落された畫もあつたと云ふことである」と明かして る
）（（
（
。そして「中澤弘光、
山本森之助、中川八郎、吉田博四君の任命にも拘はらず、先輩藤島氏が ほ推されずに居たことは藤島氏を少からず不満にしたものと察せ れる」と述べている。六回文展の日 画部 一科と二科に分け、横山大観らが審査委員の二科 新傾向を取り入れた作品を評価した。したがって洋画においても二科 設けるよう文部省に要望を出す動きが起こった。石井は、その中心は有島生馬、山下新太郎、津田青楓斎藤与里らであり「それ 油を注いだのは藤島氏であったらしい」 している。藤島は後年このことを「私達の所謂二科独立運動」と述べており、立場上「そ 交渉の衝に當つたも である」が 要求が容れられず 「請願書」を送るこ になったと述べてい
る
）（（
（
。石井によればこれは「建白書」であり、 「九十人」の連名によっ
て二科の設置と、二科の審査委員には批 家などで なく「純技術家」から任命することなどを要求したという
）（（
（
。文展審査委員は当時の規則では三年任期であったた
め、審査委員を交替させるのは四十三年四回文展からと、大正二年、七回文展となるが、藤島を審査委員に加え ということはなかった。そしてこの七回文展審査で新帰朝者たちのおそらくは自信作であった作品が落選し ことを機に、 科設立運動はいっそう活発化し、前述の通り十一月五日に「建白書」を提出するまでに発展した。これに対して大正三年春の大正博覧会では、藤島と石井を審査委員に加えるという、一種の懐柔策とも取れる動きがあるが、結局文部省からは二科設立を拒絶された。これについて山下新太郎も後年 回顧で次のように述べている。 「予而文部省に対し、文展日本画第一部一科二科の区別制の如く 第二部に於ても一科二科を設置方を請願せるも却下されたるため、茲に文展と分離、別に新らしく美術団体を設立することとなり、その運動にちなみて二科会を以て名称とす、謀首藤島先生、美術学校の教職に在るを以て中途脱退す。余等は早晩先生 脱退さるることは予期し居たるところなれども、その脱退に際して、前夜諒解せる最も無難な 脱退手続きを採らず、最も余等の好まざる方法を以て、新聞に独善的発表 なせるを見て実に不愉快を感じ、そ 後数年間藤島先生と絶交せ
り
）（（
（
」 。柏亭は藤島が無断で『萬
朝報』の記者に談話したものが七月三十一日に記事となり 山下 有島が絶交を伝えたとしている
）（（
（
。
　
一方、藤島自身は、この時黒田が「半ば周章狼狽して」切々と説いて引き留めた
としている。 「私自ら、自 の處置 決することの出来ないと ふ矛盾的立場に苦んだ」結果、 「遂に一切、双方に関 ないことに於て 私一人こ 非難をうければよいと私にとつてはかなり悲壮ともいふべき決心をもつたものである
）（（
（
」と、二科に
も入らない、文展にも出品 な と決したという。しかし らに黒田から再三再四の説得を受けてとう う文展に留まり 審査委員 受けること なった。　
さてこのように知られてきた二科設立の顚末であるが、藤島が黒田に送った渦中
の書簡二通は、藤島が一日で態度を翻したこと 伝えている。大正三 八月二日には黒田に対し、八回文展審査委員への任命を「本年迠ハ」辞退したい旨を福原鐐次郎文部次官 伝えたことを書き送る 同時に、 尚従来彼二科会と小生との関係ニ就き世間の誤解も有之候間此際公然一切の関係を断候間」この事 お含み下さいも記している。したがって、この時には藤島はもう二科から離れて文展に留まる
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とを決心しており、その上でこの年までは二科への義理から文展の審査委員を辞退しようと考えていたことがわかる。しかし翌日の黒田への手紙には、朝から福原、正木校長が前後し 来訪して説得した とから審査委員を拝命することを承知したと伝えている。したがって最終的に藤島の背中を押したのは黒田ではなく こうした文部省の上司たちであったことがわかる。　
当時の文展審査委員の規定では審査委員長には文部次官を宛てることになってい
たので、福原は文展審査委員長でもあった。し し大正三 八月十日の勅令をもって、文展の規則の一部に変更 加えられた。新しい規則 は「第二條
　
委員長及委
員ハ文部大臣ノ奏請ニ依リ内閣ニ於テ之ヲ命ス
　
第三條
　
委員長ノ任期ハ三年トシ
委員ノ任期ハ一年トス」 なり、文部次官を委員長に任ずる 定が削除され、委員の任期がそれまでの三年から一年となっ
）（（
（
。わずかではあるが二科側の主張を容れ
たとみられる改善点 ある。この年の審査委員長からは文部次官の福原鐐次郎が外れて森鷗外が任命さ た。しかし 規定は自動的に次官が委員長になることを廃しただけであったので、早くも大正六年に 再び福原鐐次郎が委員長に復帰している。　
柏亭や山下が指摘している藤島の談話記事は『萬朝報』七月三十一日には見当た
らず、 『萬朝報』八月十二日に掲載されてい 同紙には「文展審査委
員
）（（
（
」の記事
もあり、十一日に文展審査委員 決定したこと、従来のよう 批評家、学者や新進作家など文展に出品 ことがないも は委員から除外され、人数も半減したことを伝えている．西洋画の委員は、
（主任）
、黒田清輝、岡田三郎助、和田英作、
藤島武二、中村不折、中川八郎、満谷国四郎である。そして同紙の「改正 観△邦画洋画三画伯の
談
）（（
（
」の記事に藤島の談話が収録されている。 「始めて洋畫科の審
査委員となりたる藤島武二氏曰く」として、藤島が文展は二科展の運営方法を取り入れるわけにはいかないという文展側の人間としての意見を載せる一方 石井柏亭の二科展への抱負を収録し 。短い談話だが、藤島が文展 改革しようという考えを放棄したよう 読み取れ、これに山下らが憤慨したのであったのではないだろうか。　
ところでこうした二科設立運動の最中に、藤島が「朝鮮」に長期出張を命じられ
たのは偶然なのだろうか。十一月二十五日より三十日間の出張を命じられたはずであっ が
）（（
（
、書簡番号
（（の年賀状は新年まで滞在していたことを示している。文部省
の意図がどうあれ、実際のところこの滞在が藤島を運動の渦中から引き離す効果があったのではないだろうか。　
藤島にとっては、この旅行は大きな収穫であり、旅の後にチマ・チョゴリやチャ
イナ・ドレスの女性像に「東洋趣味」を反映させる表現を探求していくことになった。そして、東京美術学校教授であり文展、帝展審査員である藤島の作品は、周囲にも波及効果を生んだ。また実際に朝鮮に渡ってその風景や風俗 描くことが、一種流行していく中で 藤島はいち早く旅したことになる。藤島が書き送った牡丹臺の写真絵葉書は、その足取りをうか わせる貴重な資料である。　　　
まとめ
　
最後に、これまでに紹介した藤島から黒田、久米宛の書簡全体を通覧して藤島あ
るいは黒田について知り得たことについてまとめたい。まず藤島の性格としては、津時代に自分でしばしば「ぐずぐずしている」といっ 表現を用いているように、思い悩むことが多いようである。このことが、なかなか作品を仕上げられず展覧会に間に合わなかったり、出品が遅れたり、あるいはかな でき上 って も完成に至らなかったりすること な り、それは生涯を通じて変わりなか たようである。今回の最後の書簡でも展覧会の出品を急遽取りやめたい 黒田に書き送っており、一度筆を措いてもまだ思い直すようなところがあったことがわかる。よく知られているように、昭和天皇の即位を祝う皇太后からの注文の油彩画では何度も完成間近と報道されつつも、また別 作品に取りかかり、納入までにほぼ十年か っている。　
また、今回黒田の日記と藤島の手紙を付き合わせたが、藤島を美術学校に呼ぶ時
期には名前が登場するものの、ほぼ藤島に対する言及はない。二科の最中のことなどは、あえて書かなかったとも取れるが、黒田と藤島は別の世界に暮らしていた、とでも言うべきであろう。そして学校騒動のこと、藤島の留学のこと、 設立運動のことなどの局面 は、黒田はそれほど発言力を発揮して るよう は見受け
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藤島武二による黒田清輝、久米桂一郎宛書簡について（三）
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れない。これまで漠然と考えられてきたほどには黒田はあまり政治的な人間ではなく、むしろ面倒なことからは距離を置いて動かないタイプの人物であったように見受けられる。そして当然なが 、美術学校の運営で最も政治力を発揮したのは校長の正木直彦であったことが改めて明らかになる。藤島の朝鮮派遣も、正木校長でなければなしえなかったであろう。　
藤島は津時代から黒田に忠誠を尽くすことを誓って東京に呼ばれたが、明治三十
五年の留学生発表は藤島にとって黒田への信頼を揺るがす事件であった。おそらくそれが伏線となって、藤島は、四年間の留学中の二年をイタリアに過ごす ど岡田三郎助や和田英作とは異なる経験を積む とを選ぶこ にしたのではないだろうか。それが二科設立運動につながってい ではなかったかと思われる。　
大正七年三月、藤島は黒田と久米だけをアトリエに招いてもてなしている。黒田
もこのことを日記に「藤島君ノ招ニ応ジ晩餐ノ馳走ニ預ル
　
相客ハ久米君ノミニテ
十時過辞去」 記しており、多忙 日々の中、珍しくゆっくりと時間を過ごしたようである。それまでの諸々を水に流すような時間であったのだろうか。齟齬 繰り返しても、 やはり彼らには他者には代えがたい人間関係が ようにう がえる。
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